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論 文 の 内 容 の 要 旨

カラスヨトウ属の蛾は果樹の害虫として知られる｡日本産カラスヨトウ属8種の卵､

幼虫､嫡の形態と食性さらに成虫の集団夏眠習性に関する研究を行った｡

卵はいずれの種もよく似るが､精孔や縦隆起線の形態に相違が見られた｡成虫サイズ

の最大のオオシマカラスヨトウが最も小型の卵を産み､蔵卵数は最大であった｡次に大

きなツマジロカラスヨトウは最も大型の卵を産み､蔵卵数は最小であった｡日本産8種

の成虫前麹長と卵サイズに相関は無く､卵の大きさと蔵卵数との間には反比例的関係が

あった｡

幼虫の頭幅より成長量を比較したところ､ヤヒコカうスヨトウはややにぶかったもの

の､他の種では急速な成長量を示した｡頭幅対数値による成長曲線の勾配は､卵の大き

さおよび蔵卵数と並行的に変化する傾向を示した｡

カラスヨトウの1齢幼虫はルーバー型の歩行運動の前に上半身を持ち上げて上下に動

く振り子運動を繰り返し､また､糸を吐かずに落下したが､他の種では振り子運動は見

られず､落下しても糸を吐いて空中で止まった｡また､ぜん動型の歩行運動をする2齢

幼虫以降でも静止姿勢に違いがみられた｡刺激を与えるとカラスヨトウは丸まって落下

するのに対し､その他の種は上半身を持ち上げて静止した｡これらの行動の違いは食性

との関わりが深いと考え､食草探索をすると共に､3種幼虫に多くの植物を与えて食草

の適応範囲を調べた｡この結果､12種の植物を新たな食草として記録すると共に､カ

ラスヨトウでは草本､他の種では木本への適応が強いと考えられ､刺激に対する幼虫の

行動の違いに結び付いてい■ると考察された｡

岐阜県産カラスヨトウの幼虫一塊期の発育零点と有効積算温量を6つの温度条件下で

飼育して求めたところ､それぞれ8.90C､784日度となった｡温度(t)と発育速
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度(V)の関係を一次式で示すと､Ⅴ=一114.09+12.76tであった｡また

各温度条件下での飼育では､100Cでは2個体のみが前蛸になったが蛸化には至らず､

300Cでは嫡になっ美個体はわずかに1匹のみであった｡岐阜市での8.90C以上の年

間積算温量は約2650日度であり､数字だけからみれば本州中部地方において十分に

年2化性をとることのできる昆虫といえる｡しかし､1齢幼虫が花や新芽にしか食いつ

かず､また､300Cのような高温では幼虫がうまく生育しないことを考えると′､カラス

ヨトウは成虫が夏眠することで高温期をやり退こすよう温帯に適応したものかも知れな

い｡

さらに､食草確保の手間を省くため､カイコの人工餌･(KIT-32)を使った飼育

実験を行った｡その結果､カラスヨトウの幼虫は全体的に体色が申っぼくなり､生育に

要した幼虫および蛸期間はわずかに長かったものの､前蟻期間は短く､蛸体重も雌雄と

も勝っていた｡これに対し､オオシマカラスヨトウは･若齢幼虫の食いつきが悪く､ほと

んどの個体が幼虫期に死んだ｡摂食できた個体も成長は大幅に遅延した｡カラスヨトウ

は人工餌での良好な飼育が期待できるものと考えられた｡

日本産7種の蛸は尾突起はそれぞれの種で特徴的な形態であった｡尾突起には針状あ

るいは鈎状の刺毛が生じ､シマカラスヨトウ､オオシマカラスヨトウ､オオウスヅマカ

ラスヨトウは針状の､カラスヨトウ､ツマジロカラスヨトウは鈎状の､シロスジカラス

ヨトウ､ヤヒコカラスヨトウは両方の刺毛を有していた｡飼育下での観察によれば､刺

毛形態と蛸化場所との間には関連はないと考えられた｡

コウモリの休憩場所とカラスヨトウ属の成虫の夏眠場所が一致することがある｡長野

県と石川県の2カ所で年間を通じてコウモリ数種の餌を調べた｡その結果､夏眠期間が

終了して夏眠場所を離れたカラスヨトウ属成虫がコウモリに補食されると推測された｡

カラスヨトウ属成虫の多くの個体は夏から秋にかけて同じ場所に集合するにもかかわ

らず､雌の交尾回数は夏眠期間の後半に1回だけであった｡しかし､シマカラスヨトウ

やオオシマカラスヨトウの雌の中には2つから4つもの精包をもつものが観察された｡

清包の大きさと交尾回数とは相関がなかった｡カラスヨトウ属7種の月ごとの交尾嚢内

の精包の有無を調べたところ､オオウスヅマカラスヨトウの多くの雌成虫は雄から精包

なしで精子が渡されていた｡

夏眠場所で3シーズンの間､カラスヨトウ､オオシマカラスヨトウ､シロスジカラス

ヨトウおよびオオウスヅマカラスヨトウの成虫個体数を調べたところ､前3種の夏眠期

間はオオウスヅマカラスヨトウのそれよりも明らかに長く､同時に交尾や産卵も遅くに

起こった｡オオウスヅマカラスヨトウだけは夏眠期間の間に光や糖蜜に誘引された｡

カラスヨトウ雌成虫の卵巣成熟や産卵は温度条件に係わり無く短日条件下で加速され

た｡卵巣発達と交尾行動の長日条件下での抑制効果は210Cと270Cで大きく､15｡C

では効果が少なかった○光周性はカラスヨトウ属の蛾にとって夏眠休眠の調整に重要な
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役割を果たしていると考えられた｡

審 査 結 果 の 要 旨

本論文はヤガ科蛾頬の形態及び生態の解明を目的として､日本産カラスヨトウ属の生活

史についてまとめたものである｡(1)卵は精孔部周辺の卵弁の形状､縦隆起線の本数､卵

斑紋などに､幼虫は色彩の他､錬毛及び第8腹節の背面の突出形態に､蠣は尾突起の構造

にそれぞれの種による特異性が見られた｡(2)樹木依存種の4種は大きな卵塊で産卵し､

他の3種は小さな卵塊もしくは1卵ずつの産卵であった｡草本に依存する1種及び潅木の

ツゲに依存する1種は1卵ずつの産卵であった｡卵サイズと蔵卵数との関係や幼虫の成長

率などに種による特徴が現れた｡オオシマカラスヨトウの成虫は最も大型であるにもかか

わらず､最小の卵を産み､蔵卵数も最大であった｡ツマジロカラスヨトウは最も大型の卵

を産み､蔵卵数は最小であった｡卵の直径/成虫の前麹長はクロシマカラスヨトウがオオ

～ノマカラスヨトウ､シマカラスヨトウに次いで小さな値となった｡オオシマカラスヨトウ

の幼虫は最も急速に､ヤヒコカラスヨトは最も緩やかに成長した｡多くの種で成長比の推

移は齢が進むにつれて小さくなる傾向があったが､ヤヒコカラスヨトウは5齢から6齢に

かけての.成長比が大きな値を示した｡(3)幼虫の行動と形態･食植物には種ごとの特徴の

ある開展が見いだされた｡カラスヨトウは食植物の適応範囲も広く､草食性の傾向が強く

現れた｡1齢幼虫は振り子運動を繰り返してルーバー型の運動で前進し､振動刺激に対す

る反応が強く､落下時には糸を吐かなかった｡ぜん動型の運動で前進する2齢以降の幼虫

は､刺激に対して丸まって落下した｡これに対し他種では食植物の適応範囲は狭く､木本

への適応が強く現れた｡1齢幼虫は振り子運動を示さず､振動刺激に対する反応も弱く､

落下時には糸を吐いて途中で止まった｡2齢以降は刺激に対して､上半身を持ち上げて種

独特の姿勢で静止した｡幼虫の第8腹節の背面の突出形態と行動には関連が見られた｡ヤ

ヒコカラスヨトウの1齢幼虫は糸を吐かないが､振り子運動は行わず､中間の行動バター

ンを示した｡また､成熟幼虫は上半身を持ち上げて静止する行動も､体側面に沿って丸ま

る行動もとらず､他のカラスヨトウ顆と異なっていた｡(4)カラスヨトウの有効積算温量

と発育零点を784日度及び8.90Cと算出した｡また､人工餌の飼育では他種は死亡率が高く

成長が遅延するのに対し､当種はほとんど劣らなかった｡人工餌は飼育資料として有効で

あった｡(5)蛸は尾▼突起の形態のほか針状､鈎状の刺毛に特徴があったが､嫡形態と蛸化

場所には関連がなかった｡(6)2調査地点で異なったコウモリに捕食された蛾の中にカラ

スヨトウ属の成虫が含まれていたが､いずれの種も夏眠が覚醒する時期の記録であった｡

(7)精包は種によって形､大きさがほぼ一定で､オオウスヅマカラスヨトウを除いて､夏

眠期間の後半に雌体内に見いだされた｡また､夏眠の早い時期に精包を持つ個体がいた｡

他種も含めて多くの個体が夏眠場所に集合しているが､ほとんどの雌体内の精包は1個で

あった｡一部のシマカラスヨトウとオオシマカラスヨトウに2から4個を有するものがい

た｡(8)オオウスヅマカラスヨトウは他種に比べ､夏眠期間が短く､夏眠期間中でも光や

糖蜜に誘引された｡精包はきわめて小型で他種と異なっていた｡精包が無くても交尾嚢の

中に精子が見いだされ､それらの雌成虫が産んだ卵は翌年炸化した｡(9)成虫は民家の軒

下や朽ち木の樹皮下など､特定の場所に集合して夏眠をするが､夏眠期間や夏眠個体数の

変動､光や餌に対する反応などが種により異なっており､また､卵巣の発育､交尾･産卵

行動､精包や精子の受け渡しについても種の特徴が現れた｡夏眠覚醒に影響を与える要因

としては､温度よりも光条件に大きな効果があった｡(10)夏眠個体の性比及び体重は10月
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上旬まではほぼ等しかったが､それ以降は雄の占める割合が減り､雌体重は増加した｡

以上について､ヤガ科カラスヨトウ頬の特異な生活史の解析は害虫防除などへ応用され

るものであり､本審査委員会は慎重に審議し審査委貞全員一致で本論文が博士の学位を授

与されるに十分価値あるものと判定した｡
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